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資料３ 

第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況について 

 

 第３次生涯学習推進基本計画は、令和４年度から令和１３年度まで（１０年

間）の計画で、令和６年度は計画策定から３年目に当たります。 

 同計画は、３つの基本目標９つの基本施策を定めており、その目標を達成す

るために様々な事業を展開しています。 

 

１ 自己評価 

 令和６年度 令和５年度 

◎（目標を上回る） ２１ ２４ 

〇（概ね目標どおり） ４８ ４５ 

△（目標を下回る） １ １ 

×（事業を廃止した） ０ ０ 

計 ７０ ７０ 

 

２ 今後の方針 

 令和６年度 

１（継続） ６５ 

２（見直し・改善） ５ 

３（廃止・完了） ０ 

計 ７０ 
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３ 事業の推移 

 事業数 備考 

令和３年度 

（計画策定時） 
７１  

令和４年度 ７０ 
市民ふれあいロビーコンサート(P22)は、各所で音楽活動の

発表の場が作られているため完了しました。 

令和５年度 ７０  

令和６年度 ７０ 
「親子ふれ愛交流遊びうたコンサート」(P21)の担当課を 

子育て支援課からこども未来政策推進室に変更しました。 

 

４ 令和６年度事業の特徴 

 ⑴ 基本目標１ 学ぶ 誰もが学び続けられるまち 

① 多様なニーズに合わせた学習機会づくり 

    脳トレ！健康マージャン教室を新規で実施しました。 

    Ｆｅｅｌ Ａｍｂｉｅｎｔ Ｋｙｏｔａｎａｂｅ～アートに導くプロ

ジェクト～を開催しました。 

  ② 学びの拠点づくり 

    図書館システムを更新し、書庫利用カードを利用者用端末から直接プ

リントアウトできるようにすることで、利用者の利便性を図りました。 

  ③ 生涯学習の情報提供 

    「広報ほっと京たなべ」と「生涯学習だより」で掲載情報の調整を図

るなど、過不足なくバランスの良い情報提供を行いました。 

 ⑵ 基本目標２ つなげる 学びを通してつながりあえるまち 

  ① 生涯学習の人材発掘と育成 

    各種研修会を開催するとともに、スポーツ推進委員の活動を支援する

ことで地域のスポーツ活動を推進しました。 

② 学びを通したつながりづくり 

    生涯学習推進協力員のインタビュー記事を生涯学習だよりに掲載し、

より多くの市民に生涯学習推進協力員の役割について周知しました。 

また、一般の方々と生涯学習推進協力員を対象とした生涯学習研修会
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を実施しました。 

  ③ 多様な主体との連携 

    椿本チエインとの夏休み親子工場見学ではコロナ禍の影響で近年休止

していた社員食堂での昼食体験も再開しました。また参加者数について

も従来の水準を維持し、かつ応募数も定員を上回る結果となりました。 

 ⑶ 基本目標３ 活かす 学びの成果を活用できるまち 

  ① 学びの成果を活かせる機会づくり 

    京田辺市展では絵画・書・写真の入賞・入選作品１０３点を展示し、

延べ７１２名の来場者がありました。芸術家の創作活動の振興を図ると

ともに、市民が文化や芸術に触れることのできる機会づくりに努めまし

た。 

  ② 市民活動団体の主体的な学びの促進 

    １２～１月の２か月間、「いつでも、気軽に、全世代が参加できる」

コンセプトにした「テクテクたなウォーク」を実施しました。 

  ③ 市民活動のまちづくりへの還元 

    三山木地域まちづくり協議会が総会や役員会等を自主的に開催できる

よう支援を行うとともに、同協議会の円滑な運営を目指すため再度事務

員の雇用を支援して、事務局の強化を図りました。 
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定

中央市民大学・料理
教室お手軽スイーツ
教室・菊づくり教室・
フラワーアレンジメ
ント教室・スクラップ
ブッキング教室・子
ども将棋教室

フラワーリース教室・
手作りパン教室・ふ
れあいセミナー・着
付け教室・ガラスア
クセサリー教室・お菓
子づくり教室・はじ
めてのそば打ち教室

令和5年度から手芸（編み物）教室を実施
した。今後も多世代に向けて、様々な生涯
学習の場を提供していく。

◎ 1
令和6年度から脳トレ!健康マージャン講座を
実施した。

今後も多世代に向けて、様々な生涯学習の場を提
供していく。

中央市民大学・料理教室・お手軽スイーツ教室・菊
づくり教室・フラワーアレンジメント教室・手芸教
室・子ども将棋教室・脳トレ!健康マージャン教室

ふれあいセミナー・
手作りパン教室・名
人が教える料理教
室・ヨガ教室・折り鶴
教室

ふれあいセミナー・手づくりパン教室・名
人が教える料理教室・ヨガ教室・フラワー
リース教室を実施した。

◎ 1

和菓子屋さんが教える和菓子教室やはじめて
のそば打ち教室が好評だった。

ふれあいセミナー・手づくりパン教室・和菓子
屋さんが教える和菓子づくり教室・ヨガ教室・
名人が教える料理教室・フラワーリース教室・
はじめてのそば打ち教室

ふれあいセミナー・茶道教室・書道教室・手づくりパ
ン教室・フラワーリース教室・はじめてのそば打ち
教室・マクラメ編み教室

ケーキづくり教室・
おうちごはん教室・
洋食ランチ料理教
室・手作りパン教室・
とんぼ玉教室・ガラ
スアクセサリー教室・
ヘルスケアアロマセ
ラピー教室・プリ
ザーブドフラワーと
手作り雑貨教室・夏
休み子どもクラフト
教室・夏休み親子ス
イーツ教室・親子クリ
スマスケーキ講習
会・花と緑の教室・ラ
ンチ＆スイーツ講習・
植木草花盆栽講習会

お菓子づくり教室・スイーツ教室・ガラスア
クセサリー教室・とんぼ玉教室・おうちごは
ん教室・創作料理教室・手作りパン教室・
ホームケアアロマセラピー・フラワーと手
作り教室・お正月かざり教室・夏休みこど
もクラフト教室・夏休み親子クッキング教
室・親子クリスマスケーキ講習会・親子ガ
ラスツリー教室・野菜ソムリエによる野菜
話とベジバル教室・花と緑の教室・植木草
花盆栽講習会を実施した。

◎ 1

親子参加の教室が好評だったため、今後も開
催を続けていく。

スイーツ教室・とんぼ玉教室・アロマセラピー教
室・創作料理教室・手づくりパン教室・ハーバリ
ウム教室・夏休み親子ガラス教室・夏休みこど
もクラフト教室・夏休み親子ケーキ教室・親子
クリスマスケーキ教室・親子ガラスツリーづく
り教室・ガラス干支かざり教室・親子バレンタイ
ンスイーツ教室

とんぼ玉教室・洋食ランチ料理教室・夏休み親子ガ
ラス教室・夏休みこどもクラフト教室・スイーツ教
室・アロマセラピー教室・創作料理教室・親子バレン
タインスイーツ教室

各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

①　学習
機会の充
実

誰もが気軽に学ぶことができるよう、
市民ニーズに応じて中央市民大学や
料理教室等を開催するとともに、小学
生や中学生向けの講座や幅広い年齢
層を対象にした講座等、ライフステー
ジに応じた学習機会を設定します。

社会
教育
課

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺

基
本
目
標
１
　
学
ぶ
 

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
学
習
機
会
づ
く
り
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

古文書解読講座・市
史編さんリレー講
座・
資料等のレファレン
ス対応・京田辺市民
文化フェスティバル・
京田辺市民文化ミー
ティング・文化財案
内看板の設置

古文書解読講座、市史編さんリレー講座を
実施した。
通年を通して資料等のレファレンス対応を
行った。
文化財案内板は1基の新規設置、3基の修
繕を行った。
京田辺市民文化フェスティバルを令和５年
１１月５日に開催し、１，５００名の来場が
あった。
ふるさと京田辺を学ぶ講座を京田辺市文
化協会の単独事業とした。

〇 1

古文書解読講座、市史編さんリレー講座を実
施した。
通年を通して資料等のレファレンス対応を
行った。
文化財案内板は3基の修繕、6基の意匠面修
正を行った。
Feel Ambient Kyotanabe（フィール　ア
ンビエント　キョウタナベ） ～アートに導くプロ
ジェクト～を開催した。

古文書解読講座、市史編さんリレー講座の実施
資料等のレファレンス対応
文化財案内板は3基の修繕、2基の意匠面修正を
行う。

社会
教育
課

京田辺ふるさと講
座・図書館文学講座・
茶道教室・書道教室・
着付け教室・水彩画
教室

図書館文学講座を３回実施した。
茶道教室、書道教室、着付け教室を実施し
た。
今後も様々な生涯学習を実施する場とし
て提供していく。

◎ 1

茶道教室　２０回実施
書道教室　２０回実施
水彩画教室　１０回実施
着付け教室　７回実施
図書館文化講座　３回実施

今後も生涯学習を実施する場として提供していく。

茶道教室・書道教室・水彩画教室・着付け教室
図書館文化講座を継続的に開催する。

③　ス
ポーツ活
動等によ
る体力づ
くりの促
進

田辺中央体育館、田辺公園プール等
において各種スポーツ教室を開催し、
幅広い世代がスポーツを習慣的に行
えるきっかけづくりに努めます。
また、親子体操教室やテニス教室、簡
単リフレッシュ体操教室等の幼児から
高齢者までライフステージに応じた運
動の機会を提供することにより、市民
の健康保持・増進を促進します。
さらに、わくわく体験クラブ等の野外
活動を通じ、親子の交流や自ら進んで
取り組む意欲を養う体験学習を実施
します。

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

トレーニングルーム
使用講習会・トレーニ
ングルームインストラ
クター配置・こども
フットサル教室・ス
ポーツに親しむ日・
ナイターテニス教室・
簡単リフレッシュ体
操教室・親子体操教
室・ナイトヨガ教室・
パワーヨガ入門教
室・フィットネスカウ
ンセリング・わくわく
体験クラブ・少年ス
ポーツ教室・幼児水
泳教室・小学生水泳
教室・着衣水泳講習
会・ワンポイントレッ
スン・水泳マラソン・
成人水泳教室

対象事業については、当初の計画どおり
実施した。
田辺中央体育館及び田辺公園プールにお
いては、各指定管理者の振興事業又は自
主事業により各種スポーツ教室等を実施
した。野外活動センターにおいては、わく
わく体験クラブ等よる体験学習を実施し
た。

〇 1

対象事業については、当初の計画どおり実施
した。
田辺中央体育館及び田辺公園プールにおいて
は、各指定管理者の振興事業又は自主事業に
より各種スポーツ教室等を実施した。野外活
動センターにおいては、わくわく体験クラブ等
よる体験学習を実施した。

トレーニングルーム使用講習会・トレーニングルー
ムインストラクター配置・こどもフットサル教室・ス
ポーツに親しむ日・ナイターテニス教室・簡単リフ
レッシュ体操教室・親子体操教室・ナイトヨガ教室・
パワーヨガ入門教室・フィットネスカウンセリング・
わくわく体験クラブ・少年スポーツ教室・幼児水泳
教室・小学生水泳教室・着衣水泳講習会・ワンポイ
ントレッスン・水泳マラソン・成人水泳教室

市の歴史についての知識を広めると
ともに、地域独自の文化や市の豊かな
自然を活用した「ふるさと京田辺を学
ぶ講座」や茶道・書道教室、水彩画教
室等、文化・芸術活動のきっかけとな
る講座を開催します。

②　文化・
芸術活動
のきっか
けづくり

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺

基
本
目
標
１
　
学
ぶ
 

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
学
習
機
会
づ
く
り
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

子育
て支
援課

パパママセミナー・子
ども虐待防止のため
の子育て講演会・親
子教室・家族で遊ぼ
う！・パパさん
DAY・ベビーちゃん
の親子教室・みんな
でリトミック！・赤
ちゃんのひろば・親
子のひろば・親子ふ
れあい遊び・人形劇
を家族で観よう！・
ファミリーDAY・え
いごであそぼう・親
子ヨガ・コミュニケー
ションヨガ・わらべう
た・パパ一緒に遊ん
で・ベビーマッサー
ジ・寝相アート・子育
て講演会

子育て世代を対象とした、子育てに関する
講習会や講演会、
親子教室などを実施した。

〇 1
子育て世代を対象とした、子育てに関する講
習会や講演会、
親子教室などを実施した。

子育て世代を対象とした、子育てに関する講習会
や講演会
親子教室などを実施予定

社会
教育
課

地域子育てセミ
ナー・地域子育て井
戸端会議・中学生を
対象とした子育て理
解講座 ・図書館こど
もの本の講座・絵本
読み聞かせ入門講
座・おはなし会

地域子育てセミナー3回、地域子育て井戸
端会議5回、中学生を対象とした子育て理
解講座2回実施
図書館では、読み聞かせ講座５回・おはな
し会を実施した。

〇 1

地域子育てセミナー１回、地域子育て井戸端会
議８回、中学生を対象とした子育て理解講座２
回実施
子どもの本の講座 ２回開催
職員によるおはなしかいを毎月１回開催した。

地域子育てセミナー、地域子育て井戸端会議、中学
生を対象とした子育て理解講座
子どもの本の講座を継続的に開催する。
職員によるおはなしかいを継続的に行う。

基
本
目
標
１
　
学
ぶ
 

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち

地域での教育力の向上や親力を磨く
こと等を目的に地域子育てセミナー
や子育て講演会等を開催することに
より、家庭教育の向上を促進します。
また、パパ・ママセミナーや子ども虐
待防止のための子育て講演会等を通
じて、親の精神的な負担を軽減すると
ともに、児童虐待防止の啓発につなげ
ます。

④　家庭
教育への
支援

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
学
習
機
会
づ
く
り
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

⑤　健康
増進に向
けた知識
の周知

住み慣れた地域で末永く健康で暮ら
し続けることができるよう、
健幸パスポート事業により日頃の健
康づくりを習慣化し、市民の健康増進
や体力づくりを促進します。また、地
域の公民館へ保健師等を派遣するこ
とで、区・自治会における自主的な健
康増進に関する取り組みを支援しま
す。

健康
推進
課

健幸パスポート事
業・
京たなべcooking
「いただきます！」・
健幸スポット説明会・
健美セミナー・楽歩
塾・骨粗しょう症予
防教室・
歯周病予防教室・
歯のひろば・地域健
康教室（公民館等へ
保健師派遣）

新型コロナウイルス感染症の影響で中止・
縮小した事業があるものの、商業施設等、
市役所外で健康増進に関する啓発活動を
行うなど、情報発信の機会を確保するよう
努めた。

〇 1

市の広報やＨＰだけでなく、休日や市役所以外
で実施する事業などで健康増進に関する啓発
活動を行い、多様な情報発信の機会を確保す
るよう努めた。

従来の情報発信（広報、ＨＰ）だけでなく、多様な情
報発信の機会を確保し、幅広い世代へ啓発を行う
とともに、事業への参加を促す。また、「若い世代へ
の健康づくり」を推進していく。

安心
まち
づくり
室

避難所運営訓練・避
難所レイアウト展示

令和５年11月12日　普賢寺小学校にて避
難所運営訓練実施

〇 2
令和６年11月１７日　同志社国際高等学校に
て避難所運営訓練実施

令和７年１１月２４日　田辺中央体育館及びその周
辺で防災訓練実施予定

消防
本部

消防フェス・普通救
命講習会・上級救命
講習会・消防訓練

自然災害が頻発している事を踏まえ、各種
講習会や消防訓練に防災に関する内容を
取り入れ実施

〇 1
各種講習会や消防訓練等において、自然災害
が頻発していることを踏まえ、地域の繋がりを
意識し訓練等を実施

消防フェス、普通救命講習会、上級救命講習会、消
防訓練等

⑦　人権
や男女共
同参画の
学習機会
の充実

さまざまな人権問題に対して正しい
理解を深め、解決に向けた知識や態
度を育成するため、ハートフルフェス
タやヒューマン映画上映会等、市民
ニーズや社会状況に応じたテーマの
講演会等を開催することにより、楽し
みながら人権について学ぶ機会の充
実を図ります。
また、多様なライフスタイルを実現す
るため、男女共同参画週間フォーラム
や男女（みんな）いきいき・さんかくセ
ミナー等の開催の男女共同参画社会
の実現に向けた学習機会の充実を図
ります。

人権
啓発
推進
課

京たなべ男女共同参
画週間フォーラム・京
たなべ男女共同参画
週間子育て講座・男
女（みんな）いきいき
さんかくセミナー・男
女共同参画推進セミ
ナー・カジダン講座・
女性交流支援ルーム
講座（ポケットサロ
ン）・女性に対する暴
力をなくす運動週間
事業啓発講演会

男女共同参画を推進するためのさまざま
な講演会や講座を開催した。

〇 1
男女共同参画を推進するためのさまざまな講
演会や講座を開催した。

今後も昨年度に引き続き、男女共同参画社会の実
現に向けた学習機会を提供していく。

⑥　防災
に関する
講座・訓
練の実施

避難所の運営手順の確認や災害が発
生した時に備えた実践的な訓練等を
行う避難所運営訓練を開催し、防災意
識の高揚と被害の軽減につなげます。
また、応急手当等の知識や技術を身
につける普通救命講習会を行うこと
により、より多くの市民が救急救命で
きる「救命の連鎖」の役割を果たせる
よう環境づくりに努めます。

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺

基
本
目
標
１
　
学
ぶ
 

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
学
習
機
会
づ
く
り
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

人権
啓発
推進
課

ヒューマン映画上映
会withトーク＆ライ
ブ・人権問題研修会・
犯罪被害者等支援
「公開講座」

楽しみながら人権について学ぶ場として、
ヒューマン映画上映会withトーク＆ライ
ブ・人権問題研修会・犯罪被害者等支援
「公開講座」を開催した。

◎ 1
楽しみながら人権について学ぶ場として、
ヒューマン映画上映会・人権問題研修会・犯罪
被害者等支援「公開講座」を開催した。

今後も昨年度に引き続き、楽しみながら人権につ
いて学ぶ場として、ヒューマン映画上映会・人権問
題研修会・犯罪被害者等支援「公開講座」を開催す
る。

社会
教育
課

人権教育研究会・
ハートフルフェスタ
（講演会及び人権に
関する子どもの作品
展）

8月22日　人権教育研究会、11月25日
ハートフルフェスタ（講演会）、1１月２８日
～12月３日ハートフルフェスタ（作品展）
実施

〇 1
8月20日　人権教育研究会、１１月３０日　ハー
トフルフェスタ（講演会及び人権に関する子ど
もの作品展）１２月3日～12月8日

人権教育研究会・ハートフルフェスタ（講演会及び
人権に関する子どもの作品展）を開催する。

⑧障がい
者に対す
る学習支
援

障がいの有無に関わらず互いの個性
を認め合いながら共に生きる社会の
実現を目指して、障がい者について理
解を深める障がい者福祉講演会を開
催するとともに、障がい者の社会参加
の促進や生活に対する充実感、ストレ
スの解消等のきっかけづくりとなるよ
う、障がい者スポーツ教室の開催等の
障がい者の学習を支援します。

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

身障者スポーツ教室
（Ⅰ療育）・身障者ス
ポーツ教室（Ⅱ身
体）・障がい児水泳教
室・障がい者水泳教
室

対象事業については、当初の計画どおり
実施した。
田辺中央体育館及び田辺公園プールにお
いては、各指定管理者の振興事業により
各種教室を実施した。

〇 1

対象事業については、当初の計画どおり実施
した。
田辺中央体育館及び田辺公園プールにおいて
は、各指定管理者の振興事業により各種教室
を実施した。

身障者スポーツ教室（Ⅰ療育）・身障者スポーツ教
室（Ⅱ身体）・障がい児水泳教室・障がい者水泳教
室

基
本
目
標
１
　
学
ぶ
 

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
学
習
機
会
づ
く
り

⑦　人権
や男女共
同参画の
学習機会
の充実

さまざまな人権問題に対して正しい
理解を深め、解決に向けた知識や態
度を育成するため、ハートフルフェス
タやヒューマン映画上映会等、市民
ニーズや社会状況に応じたテーマの
講演会等を開催することにより、楽し
みながら人権について学ぶ機会の充
実を図ります。
また、多様なライフスタイルを実現す
るため、男女共同参画週間フォーラム
や男女（みんな）いきいき・さんかくセ
ミナー等の開催の男女共同参画社会
の実現に向けた学習機会の充実を図
ります。
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

⑧障がい
者に対す
る学習支
援

障がいの有無に関わらず互いの個性
を認め合いながら共に生きる社会の
実現を目指して、障がい者について理
解を深める障がい者福祉講演会を開
催するとともに、障がい者の社会参加
の促進や生活に対する充実感、ストレ
スの解消等のきっかけづくりとなるよ
う、障がい者スポーツ教室の開催等の
障がい者の学習を支援します。

社会
教育
課

いきいきチャレンジ
ド教室・図書館障が
い者奉仕

いきいきチャレンジド教室は、合計９件実
施した。今後も様々な学びの場を提供して
いく。

図書の宅配サービスの貸し出し冊数が増
加した。今後も利用しやすい環境を整えて
いきたい。

〇 1

いきいきチャレンジド教室は、合計８件実施し
た。今後も様々な学びの場を提供していく。

図書の宅配サービスが増加した。障がい者の
方が図書館を利用しやすい環境を整えてい
く。

いきいきチャレンジド教室を開催する。

図書の宅配サービスを継続する。

⑨高齢者
の自立し
た生活に
向けた支
援

高齢者が生きがいを持って健康に暮
らすことができるよう、高齢者のため
の脳リフレッシュ講座やいきいき運転
講座などを開催します。

社会
教育
課

高齢者のための脳リ
フレッシュ講座・高齢
者のためのいきいき
運転講座

「退職後の地域デビュー講座」や「はじめて
の資産運用講座（シニア世代編）」について
の講座が実施を新規に実施した。

〇 1

「スマホ教室」や「はじめての資産運用講座（シ
ニア世代編）」についての講座を実施した。

スマホ教室　8回
はじめての資産運用講座（シニア世代編）　2回

スマホ教室を開催する。
はじめての資産運用講座を開催する。

障が
い福
祉課

障がい者福祉講演
会・手話奉仕員養成
事業・要約筆記奉仕
員養成事業・点訳奉
仕員養成事業・朗読
奉仕員養成事業・
ゲートキーパー養成
研修会・自殺予防対
策講演会

障がい者福祉講演会（１２／9）・手話奉仕
員養成事業（前期１６回・後期１９回）・要約
筆記奉仕員養成事業（６回）・点訳奉仕員
養成事業（８回）・朗読奉仕員養成事業（１０
回）・ゲートキーパー養成研修会（9／9７、
１１／12）・自殺予防対策講演会（３／9）、
今後も様々な媒体で広報し、参加者を募
る。

〇 1

障がい者福祉講演会（１２／１４）・手話奉仕員
養成事業（前期１６回・後期２１回）・要約筆記奉
仕員養成事業（６回）・点訳奉仕員養成事業（８
回）・朗読奉仕員養成事業（１０回）・ゲートキー
パー養成研修会（１２／８、１／２３、２／1）・自
殺予防対策講演会（３／２３）
出席者の確保が課題。ゲートキーパー基礎編
においてオンラインと対面のハイブリット研修
を開催したところ好評であり、続編の希望が
あった。

障がい者福祉講演会（日程未定）・手話奉仕員養成
事業（３７回）・要約筆記奉仕員養成事業（６回）・点
訳奉仕員養成事業（８回）・朗読奉仕員養成事業（１
０回）・ゲートキーパー養成研修会（2回開催・実施
日未定）・自殺予防対策講演会（日程未定）

社会
教育
課

視覚障害者指導者研
修会・聴覚障害者指
導者研修会

関係団体に京都府等の開催する研修会を
案内した。今後も指導者育成のために案
内を行っていく。

◎ 1
指導者育成のために、視覚障害指導者研修会
並びに聴覚障害者研修会を関係団体に案内し
た。

視覚障害者指導者研修会・聴覚障害者指導者研修
会を案内する。

支援が必要な人の学習の機会を促進
するため、手話奉仕員養成事業や点
訳奉仕員養成事業を実施することに
より、手話ボランティアや点字翻訳ボ
ランティアを育成します。また、自殺予
防対策講演会を実施するとともに、悩
んでいる人を必要な支援につなげる
ゲートキーパー養成研修会を開催しま
す。

⑩支援が
必要な人
を支える
ための技
能の習得

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺

基
本
目
標
１
　
学
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誰
も
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け
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る
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ち
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様
な
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ズ
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わ
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た
学
習
機
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づ
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

⑪環境保
全に対す
る意識の
醸成

企業や大学、関係団体、行政が連携
し、環境について考える環境フェスタ
や環境に関するさまざまな講座等を
開催することにより、環境保全活動や
温暖化対策等に対する意識の醸成に
努めます。また、本市の豊かな自然を
活かした体験学習を通じて、自然環境
保全に対する意欲や関心を育みます。

環境
課

「緑のカーテンを作
ろう！説明会」・どん
ぐり探偵・公園維持
のためのタケノコ掘
り･ササユリ観察会・
野鳥観察会など

「きょうたなべ環境市民パートナーシップ」
により事業を実施した。

◎ 1
「きょうたなべ環境市民パートナーシップ」によ
り事業を実施した。

「きょうたなべ環境市民パートナーシップ」により事
業を実施する。

⑫消費者
の安全を
守るため
の取り組
みの推進

日常生活における買い物や契約等の
中で、消費者被害に巻き込まれないた
めの知識を身につける消費生活講座
やネットトラブル対策講座等を開催し
ます。

産業
振興
課

消費生活講座・体験
型スマホトラブルミ
ニ出前講座・消費生
活展

・消費生活講座（11月・2月）　くらしに関
する情報や役立つ知識などをテーマに講
座を開催。3回連続講座だったものを令和
5年度から単独講座を２回開催することと
した。
・ミニ出前講座「体験型！スマホトラブルミ
ニ講座」（１月～３月・７回　少人数制集客
型講座を開催）
・消費生活展（５月市民ロビー・１１月市民
まつり出展）

◎ 1

・消費生活講座（11月・2月）　くらしに関する
情報や役立つ知識などをテーマに講座を開催
・ミニ出前講座「体験型！ネット通販安全講座」
（９月～１０月・７回　少人数制集客型講座を開
催）
・消費生活展（５月市民ロビー・１１月市民まつ
り出展・３月北部ふれあいまつり出展）

消費生活講座、体験型！ネット通販安全講座、消費
生活展

⑬平和に
関する教
育の推進

平和都市推進協議会と連携し、平和展
や平和を考える小・中学生ひろしま訪
問事業の実施等、平和について学ぶ
機会の充実を図ることにより、戦争の
悲惨さと平和の尊さを広く市民に訴
え、後世に伝えていきます。

総務
室

平和を考える小・中
学生ひろしま訪問事
業・平和のつどい・平
和展・戦争と平和を
考えるバスツアー

対象事業について、以下のとおり実施し
た。
令和５年７月２５日・２６日：小・中学生平和
大使ひろしま派遣事業
令和５年８月５日～１１日：平和展
令和５年８月１１日：平和のつどい
令和６年３月１６日：戦争と平和を考えるバ
スツアー

◎ 1

対象事業について、以下のとおり実施した。
令和６年７月２３日・２４日：小・中学生平和大
使ひろしま派遣事業
令和６年８月５日～１１日：平和展
令和６年８月１１日：平和のつどい
令和７年３月８日：平和について学ぶ子ども映
画上映会

対象事業について、以下のとおり実施する予定。
令和７年７月２４日・２５日：小・中学生平和大使ひ
ろしま派遣事業
令和７年８月５日～11日：平和展
令和７月８月１０日：平和のつどい
令和８年３月上旬：みんなで平和を考えよう！ピー
スリングバスツアー

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
学
習
機
会
づ
く
り

基
本
目
標
１
　
学
ぶ
 

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

子育
て支
援課

大住児童館・田辺児
童館・普賢寺児童館・
南山子どもセンター

各児童館において、親子が交流できる親
子教室を実施したり、小学生などが参加で
きる様々な教室事業を実施した。

◎ 1
各児童館において、親子が交流できる親子教
室を実施したり、小学生などが参加できる
様々な教室事業を実施した。

各児童館において、親子が交流できる親子教室の
実施、小学生などが参加できる様々な教室事業を
実施予定

社会
教育
課

中央公民館・分館公
民館

中央公民館の施設機能の維持を目的に破
損空調機解体撤去、換気設備改修、水栓修
理、舞台吊物設備修繕、排水管閉塞解消、
大ホール等床修繕、駐車場グレーチング入
れ替え、空調設備改修、自動ドア装置修
繕、機械室及び調理室の水漏れ修繕、合計
10件の改修を行った。

分館公民館の施設管理については、地元
自治会に委ねており、合計7件の必要な修
理の一部経費負担を行った。

〇 1

中央公民館の施設機能の維持を目的に、ロ
ビーの空調設備改修、トイレのバリアフリー等
合計1１件の改修を行った。

分館公民館の施設管理については、地元自治
会に委ねており、合計１３件の必要な修理の一
部経費負担を行った。

中央公民館の施設維持を目的に改修を行う。

分館公民館の必要な修理の一部経費負担を行う。

市民
参画
課

北部住民センタ－

各種講座を開設し、市民の学習意欲の向
上に努めるとともにライフサイクルコスト
の縮減に向けた長寿命化を推進し、多様
な住民の利用を促進し、地域交流の拠点
としてコミュニティーの醸成に努めた。

〇 1

各種講座を開設し、市民の学習意欲の向上に
努めるとともに多様な住民の利用を促進し、
地域交流の拠点としてコミュニティーの醸成に
努めた。

各種講座を開設し、市民の学習意欲の向上に努め
るとともに多様な住民の利用を促進し、地域交流
の拠点としてコミュニティーの醸成に努める。

市民
参画
課

中部住民センター
貸館事業を中心に市民の学習意欲の向上
に努め、地域交流の拠点としての機能も
発揮した。

〇 1
貸館事業を中心に市民の学習意欲の向上に努
め、地域交流の拠点としての機能も発揮した。

貸館事業を中心に市民の学習意欲の向上に努め、
地域交流の拠点としての機能も発揮する。

学
び
の
拠
点
づ
く
り

市民が市内の各地域において活発に
自主的な学習活動を行うことができ、
学んだ成果を地域の課題解決や地域
交流の拡大へと活かしていくため、住
民センター等のさまざまな学習拠点
の機能維持に努めます。

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺

基
本
目
標
１
　
学
ぶ
 

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち

①　学習
を推進す
るための
施設機能
の運営
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

野外活動センター、
田辺中央体育館、田
辺公園プール、田辺
公園野球場、田辺公
園多目的運動広場、
田辺公園テニスコー
ト、田辺木津川運動
公園、草内木津川運
動公園、防賀川公
園、一町田多目的運
動広場

施設の機能維持を適正に行った。 〇 1 施設の機能維持を適正に行った。

田辺中央体育館、田辺公園プール、田辺公園野球
場、田辺公園多目的運動広場、田辺公園テニスコー
ト、田辺木津川運動公園、草内木津川運動公園、防
賀川公園、一町田多目的運動広場

高齢
者支
援課

常磐苑・宝生苑
老人福祉センターにおいて、高齢者が様々
な活動ができるように施設管理やサーク
ル登録等を実施した。

〇 1
老人福祉センターにおいて、高齢者が様々な
活動ができるように施設管理やサークル登録
等を実施した。

老人福祉センターにおいて、高齢者が様々な活動
ができるように施設管理やサークル登録等を実施
していく。

管財
課

コミュニティホール

コミュニティ活動を進め、住民福祉の増進
を図った。
一方、市内の社会教育施設との間で、同じ
団体の同じ活動に対する減免基準が異な
るという課題が浮き彫りになった。

〇 1

コミュニティ活動を進め、住民福祉の増進を
図った。
コミュニティホール利用料金の減免制度につ
いては、見直しに向けて調査を行ったが、利用
団体の性質が社会教育施設とは異なることか
ら、当面の間、見直しは見送ることとした。

コミュニティ活動を進め、住民福祉の増進を図る。

社会
福祉
課

社会福祉センター
ボランティア活動の拠点として、各種活動
を支援した。

〇 1
ボランティア活動の拠点として、各種活動を支
援した。

ボランティア活動の拠点として、各種活動を支援す
る。

学
び
の
拠
点
づ
く
り

基
本
目
標
１
　
学
ぶ
 

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち

市民が市内の各地域において活発に
自主的な学習活動を行うことができ、
学んだ成果を地域の課題解決や地域
交流の拡大へと活かしていくため、住
民センター等のさまざまな学習拠点
の機能維持に努めます。

①　学習
を推進す
るための
施設機能
の運営

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

都市
みら
い室

複合型公共施設の整
備に向けた準備

京田辺市複合型公共施設整備基本構想検
討懇話会の開催
基本構想（案）を策定し、パブリックコメン
トを実施

〇 1

京田辺市複合型公共施設整備基本構想の策定
（令和6年6月）

京田辺市複合型公共施設整備基本計画の検討
市民ワークショップの実施　2回

京田辺市複合型公共施設整備基本計画の検討
市民ワークショップの実施
京田辺市複合型公共施設整備基本計画検討懇話
会の開催
基本計画（案）を策定し、パブリックコメントを実施

市民
参画
課

南部地域における市
民の交流促進拠点づ
くり

市民ニーズを反映し、様々な世代の市民
交流拠点づくりを行った。

◎ 1
市民ニーズを反映し、様々な世代の市民交流
拠点づくりを行った。

引き続き、市民の交流の場として親しみのある施
設づくりを行う。

③　幅広
い活用を
目指した
図書館機
能の充実

中央図書館が自らの学習活動につい
て幅広い分野で知識を深めたり、調査
研究を行うことができる拠点としての
機能を有していることから、市民ニー
ズに応じた資料や情報の収集・提供等
に努めます。

社会
教育
課

中央図書館、北部・
中部分室、移動図書
館

３年余り続いたコロナ禍がようやく収束
し、7月より映像ブースを再開した。図書
館全体の貸出冊数は、やや減少した。

〇 1

図書館システムを更新し、書庫利用カードを利
用者用端末から直接プリントアウトできるよう
にすることで、利用者の利便性を図った。
図書館サービスアクションプランの策定に向け
て、図書館協議会で協議した。

図書館サービスアクションプランの策定をめざす。

①広報紙
による情
報発信

市民へ効果的に学習機会を周知する
ため、情報発信手段として有効な広報
紙に講座や教室、イベントなどの様々
な学習情報を適時に掲載します。

秘書
広報
課

広報紙の発行
「生涯学習だより」掲載情報との調整を図
るなど、過不足なくバランスの良い情報提
供を行った。（１２回）

〇 1
「生涯学習だより」掲載情報との調整を図り、
イベントなどの様々な学習情報を過不足なく
掲載した。（１２回）

広報紙の発行

②SNS等
を活用し
た情報発
信の推進

講座や教室、イベントなどの様々な学
習情報は、スマートフォンやパソコン
などを活用して収集されることが多く
なっているため、市ホームページや市
公式ＳＮＳなど多様なツールを活用し
た情報発信を推進します。

秘書
広報
課

市ホームページ・市
公式ＳＮＳアカウント
による情報発信

市ホームページや市公式SNSなどを活用
した情報発信を推進するための職員研修
を行った。（１回）

〇 1
市ホームページや市公式SNSなどを活用した
情報発信を推進するための職員研修を行っ
た。（１回）

市ホームページ・市公式ＳＮＳアカウントによる情報
発信

基
本
目
標
１
　
学
ぶ
 

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
ま
ち

学
び
の
拠
点
づ
く
り

②学びや
市民交
流・活動
の活性化
に向けた
拠点の充
実

新しい時代にふさわしい学習の拠点
となる施設が求められているため、Ｊ
Ｒ京田辺駅・近鉄新田辺駅周辺におい
て、文化施設を核とした生涯学習機能
も含めた複合型公共施設の整備を進
めます。また、南部地域における市民
の交流促進拠点づくりを進めます。

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺

生
涯
学
習
の
情
報
提
供

14



第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

生
涯
学
習
の
情
報
提
供

③出前講
座の実施

市の取り組みや身近な生活に関する
こと、社会の様々な問題等に関して、
対面でしっかり学びたいという市民
のニーズに応じて、市職員が地域に出
向き､市の取り組みを情報発信すると
ともに、市民との交流を図る市職員出
前講座を実施します。

秘書
広報
課

出前講座
市職員が地域に出向いて、市の取り組み
を情報発信するとともに、市民との交流を
図った。（42回）

〇 1
市職員が地域に出向いて、市の取り組みを情
報発信するとともに、市民との交流を図った。
（56回）

出前講座の実施

①　文化
活動を主
導する人
材の養成

各地域の文化活動を推進するための
リーダーを育成する文化活動指導者
研修会等を開催することにより、今後
の市民活動団体を担うリーダーを養
成します。

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

文化活動指導者研修
会・市史編さんリ
レー講座

市の歴史について知ってもらうための市
史編さんリレー講座を実施した。
文化活動指導者研修会を京田辺市文化協
会の単独事業とした。

〇 1
市の歴史について知ってもらうための市史編
さんリレー講座を実施した。

市史編さんリレー講座の実施

②　ス
ポーツ活
動を推進
するため
のリー
ダーの育
成

地域におけるスポーツ・レクリエーショ
ン活動を促進するため、地区体育委員
を対象に地域リーダー研修会を開催
するとともに、スポーツ推進委員の活
動を支援することで地域のスポーツ
活動を推進します。

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

地域リーダー研修
会・スポーツリーダー
研修会・スポーツボ
ランティア養成講習
会・救急法講習会・水
泳指導者研修会

各種研修会を開催するとともに、スポーツ
推進委員の活動を支援することで地域の
スポーツ活動を推進した。

〇 1
各種研修会を開催するとともに、スポーツ推
進委員の活動を支援することで地域のスポー
ツ活動を推進した。

地域リーダー研修会・スポーツリーダー研修会・ス
ポーツボランティア養成講習会・救急法講習会・水
泳指導者研修会

③地域で
の指導者
の育成

区・自治会役員や防災ボランティア等
を対象にした防災講演会の開催や、市
民の防災士資格取得を促進し、災害
が起きた際に共助の力を発揮できる
防災リーダーの育成など地域におけ
る指導者の育成を図ります。

安心
まち
づくり
室

防災講演会
令和６年１月１７日　講師を招いて防災講
演会実施

◎ 1
令和７年１月２０日　講師を招いて防災講演会
実施

講師を招いて防災講演会実施予定

生
涯
学
習
の
人
材
発
掘
と
育
成

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺

基
本
目
標
２
　
つ
な
げ
る
　
学
び
を
通
し
て
つ
な
が
り
あ
え
る
ま
ち
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

市民
参画
課

ええまちつくろうカ
フェ

全２回実施。今後も内容を工夫検討した上
で講座を実施した。

〇 1
全２回実施。今後も内容を工夫検討した上で
講座を実施予定

市民活動団体の活動に役立つ内容の講座を全２回
実施予定

社会
教育
課

二十歳のつどい
二十歳のつどいを1月7日に実施した。
参加者に向けて二十歳のつどいについて
の情報発信の充実が必要

〇 1
二十歳のつどいを1月１２日に実施した。 今後も二十歳のつどいスタッフとともに、参加者の

思い出に残るようなイベントを実施していく。

②　生涯
学習推進
協力員に
よる市民
活動の促
進

生涯学習推進協力員の制度を見直
し、本来の役割である市民の学習意欲
の喚起や学習活動の支援、学習情報
の収集や学習に関する相談支援等の
活動をより広域で実施できる場を設
けるなど、地域と地域をつなげる役割
も担えるような仕組みづくりを行いま
す。

社会
教育
課

生涯学習推進協力員
生涯学習推進協力員制度の見直しを行っ
た。

〇 2

生涯学習推進協力員のインタビュー記事を生
涯学習だよりに掲載し、より多くの市民に生涯
学習推進協力員の役割について周知すること
ができた。また、今年度から一般の方々と生涯
学習推進協力員を対象とした生涯学習研修会
を実施した。

今後も生涯学習だより等を利用して、生涯学習推
進協力員の役割を周知するとともに、生涯学習に
関連した研修会を実施していく。

市民
参画
課

ええまちつくろう事
業補助金・中間支援
事業・登録サークル
への減免

ええまちつくろう事業補助金については、
22団体に補助金を交付した。

〇 1
ええまちつくろう事業補助金については、１８
団体に補助金を交付した。

市民活動団体からの申請に応じ、補助金を交付す
る。

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

文化芸術振興団体事
業補助・文化ホール
利用助成・スポーツ
振興団体事業補助・
郷土史会活動補助

市民活動団体等の活性化を図るため、団
体に対し補助金を交付し支援を行った。

〇 1
市民活動団体等の活性化を図るため、団体に
対し補助金を交付し支援を行った。

文化芸術振興団体事業補助・文化ホール利用助成・
スポーツ振興団体事業補助・郷土史会活動補助

市民活動団体の活性化を図るための
支援を行います。また、活動の支援を
求めている市民活動団体のニーズに
応じた中間支援組織による相談やア
ドバイス等を行います。

③　市民
活動団体
への支援

基
本
目
標
２
　
つ
な
げ
る
　
学
び
を
通
し
て
つ
な
が
り
あ
え
る
ま
ち

学
び
を
通
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺

参加者が自ら参画できる２０歳を祝う
式典に併せて、タウンミーティング等
を開催することで、青少年の市民活動
への参加を促進します。
また、まちづくりに関心がある人が活
動を行う上で必要な知識を身につけ
るとともに、参加者同士が市民活動の
情報交換を行うことのできる「ええま
ちつくろうカフェ」を開催するなどさ
まざまな市民活動を支援します。

①　市民
活動の促
進
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

③　市民
活動団体
への支援

市民活動団体の活性化を図るための
支援を行います。また、活動の支援を
求めている市民活動団体のニーズに
応じた中間支援組織による相談やア
ドバイス等を行います。

社会
教育
課

社会教育関係団体補
助・登録サークルへ
の減免

社会教育関係団体へ補助金を支出した。

公民館登録サークル等に対して使用料の
減免措置を行った。
受益者負担を原則とする考えのもと、減
免基準の見直しをスポーツ施設における
減免率との公平性を確保しつつ進めるこ
とが必要

〇 2

社会教育関係団体へ補助金を支出した。
公民館登録サークル等に対して使用料の減免
措置を行った。

社会教育関係団体等補助金の見直し案の作成

④　高齢
者の交流
支援

高齢になっても住み慣れた地域で健
康な暮らしを続けるために、　体操や
交流をする場として自主的に取り組
まれている　「高齢者の身近な居場所
づくり活動」を支援します。

高齢
者支
援課

高齢者の身近な居場
所づくり支援事業

「高齢者の身近な居場所づくり活動」が継
続できるように支援を行った。また新規地
域の立ち上げ支援も行った。

〇 1
「高齢者の身近な居場所づくり活動」が継続で
きるように支援を行った。また新規地域の立
ち上げ支援も行った。

「高齢者の身近な居場所づくり活動」が継続できる
ように引き続き支援を行う。また、新規地域の立ち
上げについて周知をすすめるとともに、相談が
あった時には支援も行う。

⑤人権学
習や男女
共同参画
を通じた
交流

気軽に楽しく人権について学ぶこと
ができる「わくわくワークショップ」を
開催し、人権について考える機会を提
供します。
また、男女共同参画社会の実現を目
指す市民活動団体が協力して実行委
員会を組織する「京田辺市ふれあい夢
フェスタ」を開催します。

人権
啓発
推進
課

わくわくワークショッ
プ・京田辺ふれあい
夢フェスタ

気軽に楽しく人権について学ぶことがで
きるよう「わくわくワークショップ」を開催
した。
さまざまな分野で活躍する市民団体によ
る実行委員会形式の男女共同参画イベン
ト「京田辺ふれあい夢フェスタ」を開催し
た。

〇 1

気軽に楽しく人権について学ぶことができる
よう「わくわくワークショップ」を開催した。
さまざまな分野で活躍する市民団体による実
行委員会形式の男女共同参画イベント「京田辺
ふれあい夢フェスタ」を開催した。

今後も引き続き、気軽に楽しく人権について学ぶ
ことができるよう「わくわくワークショップ」を開催
し、男女共同参画社会の実現を目指すさまざまな
分野で活躍する市民団体による実行委員会形式の
男女共同参画イベント「京たなべ男女共同参画ふれ
あい夢フェスタ（事業名変更）」を開催する。

学
び
を
通
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り

基
本
目
標
２
　
つ
な
げ
る
　
学
び
を
通
し
て
つ
な
が
り
あ
え
る
ま
ち

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

市民
参画
課

国際交流事業（英語
で遊ぼう！・トリック
オアトリート：アメリ
カのハロウィーンな
ど）

市内８つの幼稚園・保育園・認定こども園
にてＣＩＲによる「英語で遊ぼう！」を27回
実施した。
海外の習慣を体験する交流事業「Easter
Eggsperience:海外のイースターを体
験してみよう！」を実施したところ、親子
88名の参加が、「トリックオアトリート：海
外のハロウィーンを体験してみよう！」を
実施したところ、親子計101名の参加が
あった。
同志社大学グローバル・コミュニケーショ
ン学部所属の留学生が同志社女子大学学
生ともに市内小学校にてSDGｓに関する
授業を実施した。

◎ 1

市内８つの幼稚園・保育園・認定こども園にて
ＣＩＲによる「英語で遊ぼう！」を24回実施し
た。
海外の習慣を体験する交流事業「Easter
Eggsperience:海外のイースターを体験し
てみよう！」を実施したところ、親子83名の
参加が、「トリックオアトリート：海外のハロ
ウィーンを体験してみよう！」を実施したとこ
ろ、親子計66名の参加があった。
同志社大学グローバル・コミュニケーション学
部所属の留学生が小学生を対象に防災イベン
トを実施した。

国際交流事業（海外のイースター体験・海外のハロ
ウィーン体験・英語で遊ぼう！、同志社大学グロー
バル・コミュニケーション学部の留学生との交流事
業）を実施予定。

社会
教育
課

日本語教室・中国語
教室・韓国語教室・英
語であそぼう!

日本語教室・韓国語教室・英語で遊ぼう！
を実施した。今後も様々な生涯学習の場
を提供していく。
日本語教室　４０回実施
韓国語教室　１０回実施
英語で遊ぼう　３回実施

◎ 1

日本語教室・韓国語教室・英語で遊ぼう！を実
施した。
日本語教室　４０回実施
韓国語教室　１０回実施
英語で遊ぼう　３回実施
ALT教諭と共同で英語のおはなし会を開催し
た　６回実施

今後も様々な生涯学習の場を提供していく。

日本語教室・韓国語教室・英語であそぼう!
英語のおはなし会を継続して開催する。

市民
参画
課

同志社大学サイエン
スアカデミー・同志
社大学体育会クラブ
スポーツコミュニ
ケーション

同志社大学サイエンスアカデミーにおいて
計87名の小中学生の参加があった。
同志社大学体育会クラブスポーツコミュニ
ケーションにおいて野球教室・サッカー教
室・ハンドボール教室（女子）を開催し、計
104名の中学生の参加があった。

◎ 1

同志社大学サイエンスアカデミーにおいて計
126名の小中学生の参加があった。
同志社大学体育会クラブスポーツコミュニケー
ションにおいて、陸上教室・野球教室・サッカー
教室（積雪のため中止）・ハンドボール教室を
開催し、計１０３名の中学生の参加があった。

同志社大学サイエンスアカデミーを実施する。

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

京たなべ・同志社ス
ポーツクラブ

総合型地域スポーツクラブＫＤＳＣ（京たな
べ・同志社スポーツクラブ）への支援を行
い、各種スポーツ教室の充実を図った。

〇 1
総合型地域スポーツクラブＫＤＳＣ（京たなべ・
同志社スポーツクラブ）への支援を行い、各種
スポーツ教室の充実を図った。

京たなべ・同志社スポーツクラブの各種教室

同志社大学留学生等の市内に在住す
る外国人との交流や市民の多文化共
生の視点を養うため、国際交流事業や
語学教室等を開催します。

⑥国際交
流の推進

学
び
を
通
し
た
つ
な
が
り
づ
く
り

多
様
な
主
体
と
の
連
携

基
本
目
標
２
　
つ
な
げ
る
　
学
び
を
通
し
て
つ
な
が
り
あ
え
る
ま
ち

学
び
を
広
げ
　
未
来
を
拓
く
ま
ち
　
京
田
辺

①　同志
社大学等
と協働し
た学習活
動の展開

同志社大学とともに開催する公開講
座「京たなべ・同志社ヒューマンカレッ
ジ」や、総合型地域スポーツクラブＫＤ
ＳＣ（京たなべ・同志社スポーツクラ
ブ）等、市民ニーズに合わせた講座等
を同志社大学、同志社女子大学等と
連携する中で、学習機会の充実を図り
ます。
また、京都府立田辺高等学校と連携
を図り、夏休み子ども教室等の学習活
動を推進します。
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

①　同志
社大学等
と協働し
た学習活
動の展開

同志社大学とともに開催する公開講
座「京たなべ・同志社ヒューマンカレッ
ジ」や、総合型地域スポーツクラブＫＤ
ＳＣ（京たなべ・同志社スポーツクラ
ブ）等、市民ニーズに合わせた講座等
を同志社大学、同志社女子大学等と
連携する中で、学習機会の充実を図り
ます。
また、京都府立田辺高等学校と連携
を図り、夏休み子ども教室等の学習活
動を推進します。

社会
教育
課

京たなべ・同志社
ヒューマンカレッジ
夏休み子ども体験教
室

京たなべ・同志社ヒューマンカレッジ（５回
講座）を実施した。全講義受講者数は281
人中７１人となった。

夏休み子ども体験教室（料理）において、
多くの子ども達が人気給食メニュー作り
を体験した。今後も子ども達が様々な体
験を得れる場を提供していく。

〇 1

京たなべ・同志社ヒューマンカレッジ（５回講
座）を実施した。全講義受講者数は４２４人中９
０人となった。

夏休み子ども体験教室（工作）において、多く
の子ども達が光るキーホルダー作りを体験し
た。

今後も子ども達が様々な体験を得れる場を提供し
ていく。

京たなべ・同志社ヒューマンカレッジ
夏休み子ども体験教室（工作）
中央市民大学

②　各種
スポーツ
施設を活
用したス
ポーツ機
会の創造

市内の運動公園施設を利用した各種
スポーツ教室の開催を始め、市内民間
企業のスポーツ施設や学校施設の開
放等を通して、市民が身近にスポーツ
に親しむことができる環境を整えま
す。

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

学校施設開放事業・
椿本チエイン、洛南
浄化センター施設等
の運動施設利用

学校施設及び市内民間企業のスポーツ施
設と連携し、市民がスポーツ施設を利用で
きる機会を確保した。

〇 1
学校施設及び市内民間企業のスポーツ施設と
連携し、市民がスポーツ施設を利用できる機
会を確保した。

学校施設開放事業・椿本チエイン、洛南浄化セン
ター施設等の運動施設利用

産業
振興
課

椿本チエインとの夏
休み親子工場見学

令和4年度はコロナ禍の影響で参加者数
を従来から減らして実施したが、令和5年
度は参加者数を従来の水準まで戻すこと
ができ、かつ応募数も定員を上回る結果
となった。今後も椿本チェインと協力し、継
続実施を図る。

◎ 1

令和6年度はコロナ禍の影響で近年休止して
いた社員食堂での昼食体験も再開。また参加
者数についても従来の水準を維持し、かつ応
募数も定員を上回る結果となった。今後も椿
本チェインと協力し、継続実施を図る。

引き続き椿本チェインと協力し、継続実施予定

こど
も・学
校サ
ポート
室

職場体験事業
中学校において、職場体験学習を実施し
た。また、マナー講座として、講師を招き、
キャリア教育を行った。

〇 1

中学校において、1校は職場体験学習を実施し
た。また、他2校はマナー講座として、講師を招
き、キャリア教育を行った。
また、1校では2年生3学期に、職業スキル体
験としてのプレ職場模擬体験や、職業高校教
諭を講師に職場体験学習につながる講義を受
けた。
小学校において、外部団体と連携し、工場見学
などの施設見学を行った学校もある。

中学校において、1校は職場体験学習を実施する
予定。また、他１校は「起業家」を講師として招き、
職業選択の幅を広げる取組を行う。3校ともマナー
講座として、講師を招き、キャリア教育を行う予定
である。
また、1校では2年生3学期に、職業スキル体験とし
てのプレ職場模擬体験や、職業高校教諭を講師に
職場体験学習につながる講義を受ける予定であ
る。

③　民間
企業と連
携した
キャリア
教育の実
施

基
本
目
標
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学
び
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し
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ち
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様
な
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体
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携
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未
来
を
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京
田
辺

市内の民間企業と連携し、小学生と保
護者を対象とした夏休み親子工場見
学や中学生に向けた職場体験事業を
実施することにより、児童生徒の進路
選択や職業選択を行う力の育成につ
なげます。
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

市民
参画
課

中部住民センター作
品展・絵画展・北部住
民センター園芸展・
お茶会

（中部住民センター）培良中学校区の保・
幼・小学校の児童生徒の絵画、習字、版画
等の作品展(作品数109点）を行い子供の
作品を通じて学校と地域の交流を行っ
た。
（北部住民センター）園芸展２回（春秋）延４
０８人・お茶会２回（春秋）延１７０人

◎ 1

（中部住民センター）培良中学校区の保・
幼・小学校の児童生徒の絵画、習字、版画
等の作品展（作品数121点）を行い子供の
作品を通じて学校と地域の交流を行った。
（北部住民センター）園芸展2回（春秋）延３
４３人・お茶会２回（春秋）延１０５人

（中部住民センター）培良中学校区の保・幼・小
学校の児童生徒の絵画、習字、版画等の作品展
を行い子供の作品を通じて学校と地域の交流
を行う。
（北部住民センター）園芸展（春秋）、お茶会（春
秋）を開催する。

農政
課

市民の茶交流事業
市民団体「喫去子茶んす」と内容を検討し
たが、計画策定時に想定していた内容が
困難であったため、出前講座を実施した。

△ 2
市民団体「喫去子茶んす」と内容を検討した
が、計画策定時に想定していた内容が困難で
あったため実施していない。

市民団体「喫去子茶んす」との連携は中止し、市民
に向けた出前講座等を今後実施していく。

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

京田辺市展

絵画・書・写真の入賞・入選作品９８点を展
示し、延べ６７８名の来場者があった。芸術
家の創作活動の振興を図るとともに、市
民が文化や芸術に触れることのできる機
会づくりに努めた。
また、いつでも、どこでも芸術鑑賞をして
いただけるよう本市ホームページにおい
て第７回京田辺市展のバーチャル美術館
を公開した。

〇 1

絵画・書・写真の入賞・入選作品103点を展示
し、延べ712名の来場者があった。芸術家の
創作活動の振興を図るとともに、市民が文化
や芸術に触れることのできる機会づくりに努
めた。
また、いつでも、どこでも芸術鑑賞をしていた
だけるよう本市ホームページにおいて第8回
京田辺市展のバーチャル美術館を公開した。

京田辺市展

基
本
目
標
３
　
活
か
す
 

学
び
の
成
果
を
活
用
で
き

る
ま
ち

学
び
の
成
果
を
活
か
せ
る
機
会
づ
く
り

②　ス
ポーツ大
会の開催

市民総合体育大会等を開催し、スポー
ツを通して身につけた技能を発揮で
きる機会を提供します。また、小学生
を対象としたハンドボール大会や市民
ゲートボール大会等、年齢や種目に応
じた大会を開催し、市民のスポーツ活
動への参画を促進します。

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

府小学生ハンドボー
ル大会兼市長杯争奪
小学生ハンドボール
大会・全国小学生ハ
ンドボール大会・市
小学生ハンドボール
交流大会・市陸上競
技大会・市民ゲート
ボール大会・市タナ
ベースボール大会・
市ペタンク大会・市マ
ラソン大会・市民駅
伝競走大会・市民総
合体育大会・府民総
合体育大会・府民総
合体育大会
マスターズ大会・水
泳記録会・マスター
ズ練習会

様々な大会開催又は開催への支援を通じ
て、市民のスポーツ活動への参画を促進し
た。

〇 1
様々な大会開催又は開催への支援を通じて、
市民のスポーツ活動への参画を促進した。

府小学生ハンドボール大会兼市長杯争奪小学生ハ
ンドボール大会・全国小学生ハンドボール大会・市
小学生ハンドボール交流大会・市陸上競技大会・市
民ゲートボール大会・市タナベースボール大会・市
ペタンク大会・市マラソン大会・市民駅伝競走大会・
市民総合体育大会・府民総合体育大会・府民総合
体育大会
マスターズ大会・水泳記録会・マスターズ練習会

①文化活
動の発表
機会の提
供

学
び
の
成
果
を
活
か
せ
る
機
会
づ
く
り
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京
田
辺

絵画等の創作活動を振興するために
開催される京田辺市展での展示等を
通して、美術や陶芸、写真等の文化活
動の成果を発表する機会づくりを促
進するとともに、市民が文化や芸術に
触れることのできる機会づくりに努め
ます。
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

文化・
ス
ポー
ツ振
興課

市民まつり・「ツ
アー･オブ・ジャパン
京都ステージ」・地域
スポーツ大会・生涯
スポーツフェスティ
バル・市少年交流大
会・野外活動に親し
む日・夕涼みのつど
い・野外活動のつど
い・プール無料開放

令和5年度は「ツアー・オブ・ジャパン京都
ステージ」が４年ぶりに開催となった。
市民まつり等の市民交流イベントの開催又
は支援を行い、市民同士の交流を促進し
た。

〇 1

「ツアー・オブ・ジャパン京都ステージ」を開催し
た。
市民まつり等の市民交流イベントの開催又は
支援を行い、市民同士の交流を促進した。

市民まつり・「ツアー･オブ・ジャパン京都ステージ」・
地域スポーツ大会・生涯スポーツフェスティバル・
市少年交流大会・夕涼みのつどい・プール無料開放

市民
参画
課

スポーツフェスタ・せ
せらぎまつり・北部
夏まつり・北部ふれ
あい祭

（中部住民センター）スポーツフェスタ、せ
せらぎまつりともに中止。
(北部住民センター)北部夏まつり　1310
人・北部ふれあいまつり　１864人

〇 1

（中部住民センター）スポーツフェスタとせ
せらぎまつりを統合し、年一度せせらぎま
つりを5月25日・26日に開催した。参加
者1800人
（北部住民センター）北部夏まつり　中止・
北部ふれあい祭り　１４８９人

（中部住民センター）せせらぎまつりを5月25
日に開催する。
（北部住民センター）北部夏まつり、北部ふれあ
い祭りを開催する。

健康
推進
課

一休さんウォーク（ひ
と休みラリー）・水辺
の散策路健幸ウォー
ク

１１～12月の２か月間、いつでも、気軽に、
全世代が参加できるをコンセプトにしたテ
クテクたなウォーク（新規）を実施した。

〇 1

12～１月の２か月間、いつでも、気軽に、全世
代が参加できるをコンセプトにした「テクテク
たなウォーク」を実施した。市民まつりブース
で事業と水辺の散策路の広報を行い、現役世
代への啓発を強化した。

実施時期は１１～１２月を想定しており、市民まつり
などの機会も活用し、普段市役所と接点が少ない
現役世代の方に向けた事業の広報を行う予定。

環境
課

環境フェスタ ｉｎ ＫＹ
ＯＴＡＮＡＢＥ

市民まつりと同日開催し、子ども向け出展
内容が好評であるため、多くの来場者を
迎えることができた。

◎ 1
市民まつりと同日開催し、子ども向け出展内
容が好評であるため、多くの来場者を迎える
ことができた。

市民まつりと同日開催する。

子育
て支
援課

親子ふれ愛交流あそ
びうたコンサート

参加者同士の交流や親子のふれあいを深
めることのできる事業を実施した。

◎ 1
参加者同士の交流や親子のふれあいを深める
ことのできる事業を実施した。

地域社会、家庭、学校、関係機関、行政等が一体と
なって、それぞれの立場でこどもやその家族等を
応援する姿勢を持つとともに、社会全体でこども
やその家族等を応援する気運の醸成を図ること
で、「こどもまんなか社会」の実現を目指す事業を
実施予定

学
び
の
成
果
を
活
か
せ
る
機
会
づ
く
り

市民まつりや一休さんウォーク、環境
フェスタ等の市民主体のイベントの開
催を支援することにより、市民や市民
活動団体同士の交流を促進します。

①　市民
交流イベ
ントの実
施

市民まつりや一休さんウォーク、環境
フェスタ等の市民主体のイベントの開
催を支援することにより、市民や市民
活動団体同士の交流を促進します。

市
民
活
動
団
体
の
主
体
的
な
学
び
の
促
進

基
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目
標
３
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す
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ち
　
京
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辺
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

①　市民
交流イベ
ントの実
施

市民まつりや一休さんウォーク、環境
フェスタ等の市民主体のイベントの開
催を支援することにより、市民や市民
活動団体同士の交流を促進します。

子育
て支
援課

親子教室・多胎児交
流・大住児童館一日
開放の日

参加者同士の交流や親子のふれあいを深
めることのできる事業を実施した。

◎ 1
参加者同士の交流や親子のふれあいを深める
ことのできる事業を実施した。

参加者同士の交流や親子のふれあいを深めること
のできる事業を実施予定

②　市民
活動団体
の自主的
な活動促
進

市役所ロビーや田辺公園野外ステー
ジ、中央図書館ギャラリー「かんな
び」、民間施設で音楽の演奏や芸術作
品の展示等ができるよう、市民、事業
者、行政等の連携により市民活動団体
の自主的な活動を促進します。

公園
緑地
課

田辺公園野外ステー
ジ

集会等でステージの提供を行った。
イベントを行いたい旨の申し出は数件あっ
たが、利用料等の条件を伝えると断念さ
れることが多かった。

〇 1

集会等でステージの提供を行った。
ホームページにて利用に関する説明の補足を
実施したため、利用料等に関する質問は少な
かった。

引き続きステージの提供を行う。

企画
調整
室

市民ふれあいロビー
コンサート

平成11年度に「けいはんなプラザロビー
コンサート」を参考に、学研都市にふさわ
しいイベントの創出ということで、市民が
役所に気軽に訪れ、音楽を楽しむ場を提
供してきた。現在、NPOや市民団体によ
り、公共施設はもとより市内商業施設等で
自主的に音楽活動の発表の場が多数つく
られている。当初の目的を達成したこと、
また、ロビースペースの問題等もあり、本
事業を終了した。

社会
教育
課

中央図書館ギャラ
リーかんなび

美術工芸等、市民の創作活動の発表の場
が提供できた

〇 1
美術工芸等、市民の創作活動の発表の場が提
供できた。

活動の成果の披露の場として、継続し提供してい
く。

②　市民
活動団体
の自主的
な活動促

進

市役所ロビーや田辺公園野外ステー
ジ、中央図書館ギャラリー「かんな
び」、民間施設で音楽の演奏や芸術作
品の展示等ができるよう、市民、事業
者、行政等の連携により市民活動団体
の自主的な活動を促進します。
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第３次京田辺市生涯学習推進基本計画の実施状況

理
念

目
標

基
本

施
策

担当
課

対象事業 令和５年度の実施状況・課題 自己評価
今後の
方針

令和６年度の実施状況・課題 令和７年度の実施予定各施策

１．継続
２．見直し・改善
３．廃止(完了)

目標を上回る：◎
概ね目標どおり：〇
目標を下回る：△

事業を廃止した：×

①　市民
の相互の
学び合い
の促進

日々の仕事や学習活動を通じて身につけ
た知識や技能を地域や身近な人に伝える
「学びと活動の循環」を構築するため、生
涯学習人材バンク制度を十分に機能させ
るなど、市民相互の学び合いを促進しま
す。また、人と人とをつなぐコーディネー
ター等の支援体制を整備します。

社会
教育
課

生涯学習人材バン
ク・北部住民センター
登録サークル等人材
活用講座

３０回派遣実施し、登録者数81人（団体を
含む）となった。多世代が、今後も様々な
講座を受講できるように派遣を行ってい
く。

〇 1

26回派遣実施し、登録者数９９人（団体を含
む）となった。また、登録している講師やサーク
ル等を一覧できる人材バンク紹介冊子を作成
した。

多世代が、今後も様々な講座を受講できるように
派遣を行っていく。

生涯学習人材バンク・北部住民センター登録サーク
ル等人材活用講座

②　地域
ぐるみの
子育ての
推進

「学校を核とした地域づくり」を目指し
て、地域と学校が相互にパートナーとし
て連携・協働して行う地域学校協働活動
等を促進し、地域の高齢者や高校・大学
生、保護者、企業等の幅広い住民と子ど
もたちを結びつけることにより、地域ぐ
るみで子どもの学びや成長を支える体制
づくりを促進します。

社会
教育
課

地域学校協働活動・
子どもの居場所づく
り事業

子どもの居場所づくり事業は、市内８区・
自治会で実施した。今後も子どもと親を対
象に子どもの居場所作りと親の情報交換
や交流の場として提供していく。子ども会
事業とのすみわけが難しいため、事業の見
直しが必要

〇 2

子どもの居場所づくり事業は市内７区・自治体
で実施した。地域コミュニティの希薄化、分館
公民館の活用の減少といった背景により、補
助金についての見直しを行った。

子どもの居場所づくり事業を地域の居場所づくり
事業として対象者を子どもから地域住民に拡充す
る。

③地域の
課題解決
に向けた
活動の推
進

市民活動団体の地域における自主的
な活動を支援することにより、市民同
士の交流促進や地域の活性化を図
り、身近な課題等について自ら解決に
つなげるなど、市民主体のまちづくり
を促進します。

市民
参画
課

まちことルームによ
る市民活動支援事
業・三山木地域まち
づくり協議会の運営
支援

三山木地域まちづくり協議会の事業開催
初年度のため手厚く支援を行うとともに、
同協議会の円滑な運営を目指すため、事
務局の支援を行った。

◎ 1

出張ミライロを開催し、他地域においてもまち
ことルームによる市民活動支援事業を行っ
た。
三山木地域まちづくり協議会が総会や役員会
等を自主的に開催できるよう支援を行うとと
もに、同協議会の円滑な運営を目指すため再
度事務員の雇用を支援して、事務局の強化を
図った。

引き続き（仮称）とうちくプラス・せせらぎプラス
（旧出張ミライロ）を開催し、他地域においてもまち
ことルームによる市民活動支援事業を行う。
三山木地域まちづくり協議会の運営をより自主的
に行えるよう自立を促し、後方支援を行う。
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